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特記仕様書 

(人孔接続部耐震化工法) 

 

「適用範囲」 

本仕様書は、下水道施設における既設管きょの接続部を非開削により耐震化（非

開削耐震化工法）する場合に適用する。 

なお、本仕様書に記載のない項目については、「下水道土木工事標準仕様書」

及び「長野県土木工事共通仕様書」に準ずる（最新版）。そのほか、定めのない

事項については、以下の仕様書等の規定のほか監督員との協議により決定するも

のとする。 

・下水道施設の耐震対策指針と解説（（社）日本下水道協会） 

・下水道維持管理指針（（社）日本下水道協会） 

 

「工事概要」 

本工事は、「須坂市公共下水道総合地震対策計画」において「重要な幹線等」

と位置づけている既設管きょの接続部を耐震化するものである。 

１．工事場所 須坂市田の神町外 

２．工事概要 

 (1) 非開削耐震化工法 中大口径管渠 17 箇所（φ800） 

 (2) 非開削耐震化工法 小口径管渠 10 箇所（φ500） 

 

「適用工法」 

受注者は、工法を採用するに当たっては、以下の内容を順守すること。 

１．採用工法は、公益財団法人日本下水道新技術機構（旧財団法人下水道新技

術推進機構）の「建設技術審査証明」を得た工法であり、レベル１地震動に

対して設計流下能力を確保するとともに、レベル２地震動に対して流下機能

を確保できるものとする。 

２．レベル２地震動において、継手部で水平方向や屈曲による抜出しに対して

水密性が確保でき、かつ人孔または管きょ内側から取付し通水しながら施工

可能な工法であること。 

 

 

 

 

 

 



 

「要求性能」 

既設管きょの接続部におけるレベル２地震動に対して、下水道管路施設が求め

る耐水性、耐震性を有すること。 

 

「施工現場の条件」 

受注者は、工事の着手に当たって現地調査を行い、以下の施工現場の条件事項

について確認すること。 

１．道路状況 

２．道路使用許可条件 

３．周辺環境 

４．進入路状況 

５．気象・気温 

６．施工時間規制 

７．既設管内径 

８．流下下水量・水位 

９．地下水位 

 

「既設管調査・前処理」 

受注者は、既設管きょ調査の結果、前処理工の必要がある場合には、監督員と

協議し、工事に支障のないように処理すること。 

 

「材料特性（物性値）」 

１．使用する材料は、物性値の要求性能として耐震性能、耐荷性能、耐薬品性、

耐摩耗性、耐劣化性、水密性および一体性等について公的審査証明機関等の

審査証明を得たものまたはこれと同等以上の品質を有するものでなければな

らない。 

２．各材料は日本工業規格および日本下水道協会規格と同等の品質を保証する

こと。 

３．機能として以下の値を満足させること。ただし、施工する部位により異な

るため、監督職員と協議すること。 

A 工法 

(1)止水機能：外水圧 0.1Mpa 

(2)水平抜出し・突出し量および屈曲角 

水平抜出し量：30mm(φ350 未満）、37mm（φ350 以上） 

屈曲角：0.9 度 

 

 



 

B 工法 

(1)止水機能：外水圧 0.1Mpa 

(2)水平抜出し・突出し量および屈曲角 

水平抜出し量：37mm 

屈曲角： 0.8 度 

C 工法 

(1)止水機能：外水圧 0.1Mpa 

(2)水平抜出し・突出し量および屈曲角 

水平抜出し量：60mm  

屈曲角：1.0 度  

 

「施工計画書の記載事項」 

受注者は、工事着手前に現地調査を行い、次の事項を明記した施工計画書を作

成し監督員と協議すること。 

１．工事概要 

２．職務分担および緊急時の連絡体制 

３．工事記録写真撮影計画 

４．実施工程表 

５．施工工法（※） 

６．主要機械 

７．主要資材 

８．材料設計および水理性能評価 

９．材料品質証明の内容 

10．前処理計画（※） 

11．施工管理（※） 

12．品質管理（※） 

13．環境対策（※） 

14．安全・衛生管理 

15．材料の製造から使用までの保管期間と保管方法 

16．工事記録等の管理 

17．その他、監督員の指示事項等 

 

（※）採用工法により施工方法が異なっており、またほとんどの工法が現場で

完成品を構築する。したがって、施工にあたっては、工法ごとに定めら

れた施工手順、管理手順、管理値があり、また必要となる前処理の程度

も異なることから、施工計画書には、これらの必要事項と管理基準を記

載しなければならない。 



 

「実施工程表の作成」 

受注者は、工程計画の作成に当たって設計図書をはじめ「工事概要」「施工現

場の条件」「既設管調査・前処理」の内容を反映し、市民の生活や交通に支障を

きたさないように、必要な作業時間等に基づき工程計画を作成し、監督員と協議

すること。 

 

「施工工法」 

受注者は、採用する工法が必要な構造機能等の仕様を満足することを明示する

と共に、工法選定理由を施工計画書に記載し、監督員と協議すること。 

 

「その他の留意事項」 

受注者は、準備工、片付け工および地先排水の水替え等について、工事着手前

に現場の機器設置スペースおよび人孔位置を確認し、使用する主要資機材を明記

し監督員に提出すること。 

 

「施工管理」 

１. 受注者は、工事を安全に実施し、かつ品質を確保するために、対象箇所毎に

次の事項について適宜、監督員と協議を行い十分な管理を行うこと。 

(1) 工程 

(2) 安全・衛生 

(3) 施工環境 

２. 受注者は、作業開始後は下水道の供用に影響を及ぼさないようにすること。

また、必要に応じて、仮通水等を行うこと。 

３. 受注者は、現場状況等により施工計画に変更が生じた場合は、速やかに監督

員と協議すること。 

 

「工程管理」 

受注者は、工事着手から工事完了までの間、監督員の指示に従い、週間工程表

及び立会予定表を提出しなければならない。また、毎月末、「工事出来高報告書」

等により工事進捗状況を監督員に提出しなければならない。 

 

「安全・衛生管理」 

受注者は、労働災害はもとより、物件損害等の未然防止に努め、労働安全衛生

法、酸素欠乏症等防止規則、並びに建設工事公衆災害防止対策要綱等の定めると

ころに従い、その防止に必要な措置を十分講じなければならない。 

また、坑内作業中は、常に集中豪雨等の気象の変化に注意し、作業の実施・中

止の判断を行い、中止基準を施工計画書に記載すること。 



 

（１）安全管理 

① 有資格者の適正配置 

② 下水道管きょ内作業に適した保護具の着用 

③ 施工前の安全対策（情報収集）、施工時の安全対策 

④ 周辺環境への対策 

⑤ 災害防止についての対策 

（２）酸素欠乏、有毒ガスなどの安全処置 

（３）供用中の施工における排水対策 

（４）安全に関する研修、訓練 

 

「施工環境管理」 

受注者は、施工中の環境に配慮するために次の環境対策を講じること。また、

環境負荷低減に向けた対策を図ること。 

１．工事広報 

２．粉じん（塵）対策 

３．臭気対策 

４．騒音・振動対策 

５．防爆対策 

６．宅内逆流噴出等対策 

７．通行規制対策 

 

「品質管理」 

受注者は、工事後の品質を確保するため、主任技術者又は監理技術者の責任の

下で、「しゅん工時の品質管理」について十分管理し、その結果が確保できる資

料を作成して監督員に報告すること。 

 

「仕上り状況の管理」 

受注者は、工事終了後において施工箇所の内面を目視もしくは管内ＴＶカメラ

において外観検査を行い、平滑であることを確認すること。仕上り状況は、工事

写真として提出すること。 

 

「条件変更」 

受注者は、工事着手後に条件が異なった場合には、関係資料を作成のうえ監督

員と協議すること。 

 

 

 



 

「建設副産物対策」 

この工事から発生するコンクリートは、再資源化施設へ搬出し、資源リサイク

ルの促進に努めること。 

搬出先は、請負者が「建設副産物情報交換システム」等を利用し、受入条件、

再資源化の方法等を施設に確認して適切な施設を選定すること。 

 

「提出図書」 

受注者は、工事しゅん工時に以下に示す図書を監督員に提出すること。 

１．位置図 

２．系統図 

３．成果表 

４．材料表（納品伝票） 

５．施工管理 

６．品質性能試験報告書 

７．酸素欠乏等の濃度測定記録表 

８．工事写真 

９．その他監督職員の指示による図書 


